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終試験を行い、論文審査および最終試験の結果を 2018年 2月 14日の水産・環境科学総合研究科教
授会に報告した。 
本研究は、日本近代における『三国志演義』の改作と研究について、主に『三国志演義』の人物
像に主眼を置き、研究を進め、吉川英治、北方謙三、陳舜臣の『三国志演義』に関する改作を個別
に取り上げ、「三絶」を巡る各々の人物像及び人物形成における特殊な手法を検討してきた。研究
としては、渡辺義浩、金文京、井波律子の『三国志演義』の主要人物に関する論考の特色、研究方
法、特殊な観点などを忠実に見出し、日本近代の『三国志演義』の主要人物に関する研究の在り方
の実像を明らかにしてきた。 
吉川英治『三国志』は、曹操と諸葛亮という二人を物語の中心に置き、はっきりした評価の目を
もって、曹操をこの時代第一の人物として描いたことが判明した。そして、吉川英治は「三絶」の
人物像を作り上げるとき、用いられた独特な叙述方法を検討することにより、吉川英治の『三国志』
は「国民文学」たる作品の三つの要素を備わっているという結果を得た。北方謙三の『三国志』は、
曹操を群雄居並ぶ三国時代の中で最も英雄らしい英雄と見なすことを確認した。そして、同作品は
基本的な展開・人物描写は正史に準拠しながらも、適宜に独特のストーリー解釈を施す、人物の心
理描写に重きを置いた骨太な描写という特色も見出した陳舜臣の『秘本三国志』は『三国志演義』
 
のように「三絶」視点ではなく、主に五斗米道の教母少容から見た物語になり、「三国志」を武将・
英雄以外の、第三者的な視点から描いた異色作である。さらに推理小説作家の視点で、物語の筋の
再構築を行いながら、登場人物の行動の裏に隠された動機及び心理的なかけひきを追求する、とい
う特別な叙述方法を究明した。 
日本近代における『三国志演義』の研究では、先行論文を整理することによって、中国で殆ど奸
雄として扱われた曹操は、日本にて英雄のイメージが強烈であったことを判明した。そして、日本
における、関羽ブームの始めや流行を解析することによって、殆どの日本人にとっては、関羽とい
う歴史的人物は信仰の対象とはなりえず、単なる異国趣味の域を出なかったという結果を得た。さ
らに、諸葛亮の真実、虚実をいろいろな史料とともに追求することにより、神のようなイメージは、
史実とフィクションを混ぜ合わせ、出来上がったことを明らかにした。  
以上のように本論文は、『三国志演義』に関する改作と研究の特色を分析することにより、近代
日本における、曹操、関羽と諸葛亮の位置付けを再確認することができ、そこに映し出される日本
的な発想及び人々の独特な思考形態を見出した。日本の改作及び研究は歴史の真実に重点を置き、
曹操の悪役ぶりを描きながら、実は彼こそが時代を牽引した「真の改革者」である、という、曹操
本来の姿を随所に描いている。諸葛亮と関羽に対しても、行き過ぎた虚構は抑制されたことにより、
人物の人間性を取り戻し、欠点もある平凡人に転換されることができた。このように、日本の改作
は、中国の伝統的な思想の束縛から抜け出す、科学精神に満ちた新しい「三国志」と言わざるを得
ない。そして主要人物に関する研究に対して、やはり正史『三国志』と小説『三国志演義』は分け
て捉えるべきであり、歴史的真実を追究するといった観点から見た場合に、現代的な再評価の姿勢
は評価され得る。 
その成果は日本近代における『三国志演義』の受容史に多大の寄与をするものと評価できる。 
学位審査委員会は、日本近代中国学の分野において極めて有益な成果を得るとともに、『三国志
演義』の研究の進歩発展に貢献するところが大であり、博士（学術）の学位に値するものとして合
格と判定した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
